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京都大学臨界集合体（KUCA）に構築された加速器駆動未臨界体系において核破砕中性子源駆動下の

Feynman-α法及び Rossi-α法による炉雑音解析を実施した。遅発中性子寄与を考慮することで核破砕中性子

源駆動下においても即発中性子減衰定数を推定できることを確認した。 
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1. 緒言 

 炉雑音解析の加速器駆動システム（ADS）への適用においてパルス中性子源等による非相関成分を考慮

しない理論式を採用した解析では即発中性子減衰定数の決定は困難であった。本研究では従来の解析式に

非相関成分項を追加した解析式を用いて、核破砕中性子源駆動下で即発中性子減衰定数の決定を試みた。 

2. 実験及び解析方法  

 京都大学臨界集合体（KUCA）の A 架台に構築された ADS 模擬体系に BF3 計数管を設置し、核破砕パル

ス中性子源駆動下での時系列データを幾つかの未臨界度の異なる体系で 30 分間取得した。Degweker[1]が

提案した即発中性子のみを考慮した理論式に遅発中性子項として Feynman-α法ではゲート時間幅の比例項

を付加し、Rossi-α法では遅発中性子項として定数項を付加した改良理論式を採用した。取得した時系列デ

ータに対して解析を実施し、改良理論式に基づくフィッティングから即発中性子減衰定数αを決定した。 

3. 結果 

図１,２に改良した理論式を採用した Feynman-α法および Rossi-α法による解析結果を示す。遅発中性子寄

与を考慮した改良理論式に基づくフィッティングは非常に良好であり、パルス中性子源に起因する非相関

成分もよく表現している。核破砕中性子源駆動下における両手法のデータ解析から決定した即発中性子減

衰定数は、誤差の範囲で一致した。 
 

図１：Feynman-α法による解析結果           図２：Rossi-α法による解析結果 
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